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ごあいさつ

世界に誇るリーディングポート・東京港を未来へつなぐ
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日本経済の中心である首都東京において、グローバルなモノの往来で日本と世界をつなぐ国際物流機能及び多くの人々に親しまれ人と人
をつなぐ水辺空間を提供する東京港は、我が国を代表する港湾として大きな発展を遂げてまいりました。
東京港や臨海部の最前線で重要インフラを支える当社は、物流2024問題や少子高齢化等の社会情勢に加え、自然災害等のリスクに対応す

るとともに、DXによる効率化や脱炭素社会の実現に向けた取組を推進し、「東京港を未来へつなぐ」ことが求められています。

2028年で民営化20周年の節目を迎える当社は、このような社会経済状況の変化や東京都が新たに策定した東京港第9次改訂港湾計画等を
踏まえ、経営理念、経営ビジョン、経営戦略、事業計画により構成される経営方針の全般にわたってリニューアルを行い、東京港の未来へ
とつなぐ社内外に向けた羅針盤として、2024年度から10年間を見据えた経営ビジョン「CONNECT TO THE FUTURE」及びその半期5年間
における具体的な取組を示す経営戦略（第６期中期経営計画）を策定しました。

今後とも、経営方針に基づくESG経営の実践とSDGsの達成により、東京港の未来を創造する組織づくりを着実に推し進め、お客様から
選ばれ信頼される企業となるよう全社を挙げて取り組んでまいりますので、引き続きご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

2024(令和6)年3月
代表取締役社長 服部 浩
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経営方針の全体像

経 営 戦 略
（中期経営計画）

事 業 計 画

経営ビジョン

経 営 理 念 ・将来にわたって当社の存在意義を示すもの

・経営理念をもとに10年先を見据えた施策の方向性、目指すべき行動指針を示す

・事業環境や港湾計画改訂等、周辺動向の変化に合わせて見直しを図る

・経営ビジョンをもとに計画期間に企業として特に取り組む経営戦略を示す

・事業内容や周辺動向を踏まえ、重点的に進捗管理を行う戦略を重点経営戦略として位置付ける

・計画期間の周辺動向を踏まえ、５年毎に見直しを図る

・経営戦略をもとに、年度単位で各事業が取り組む計画を示す

・各年度における経営戦略の取組状況を定量的指標を用いた

PDCAサイクルによる評価を行い、確実に管理する

 経営理念を実現するため、経営ビジョン、経営戦略（中期経営計画）、事業計画を構築
 周辺環境の変化や事業の状況に応じて的確な対応を可能とするため、単年度ごとに事業計画を見直し、PDCAサイクルによる進捗管理を実施
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次年度の
事業計画策定

各取組の実施

課題解決策の検討
次年度計画へ反映

中間・年度末に
評価、進捗確認

PDCA
サイクル



経営理念

経 営 理 念

私たちは世界とつながるリーディングポートである東京港と臨海部の持続的な発展を追求し、

日本経済の活性化に貢献します。
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 行動指針
・私たちは、日本を代表する国際貿易港である東京港が、首都圏4,000万人の経済活動と生活を支える物流基地として更に飛躍することを目指し、
  新たな付加価値と豊かな未来をステークホルダーと共に実現していくため、東京港を取り巻く課題に的確に対応していきます。

・私たちは、東京の海の玄関口である臨海部が、日本国内だけでなく世界各国から来訪するすべてのお客様をもてなし、港の景観 、水・緑に親しみながら
  快適に憩うことのできる魅力ある都市空間として発展・成熟するよう、質の高い利用者サービスの提供に努めていきます。

・私たちは、ESG経営の実践やSDGsの達成による健全で安定的な会社組織体制の強化に努め、東京港の物流機能向上及び魅力あふれる臨海部への創造に
よる持続的な発展を追求し、首都圏ひいては日本経済の活性化に貢献します。



未来の東京港のイメージ
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※第9次改訂港湾計画、東京港カーボンニュートラルポート形成計画等を基に当社で編集作成したイメージ（特定の埠頭を示したものではない） 

荷役機械の燃料電池導入

写真：水素換装対応型RTG、水素ユニット（引用元：三井E&S㈱HP）

予約制等による交通混雑の解消

写真：自動化ゲート施設のイメージ写真：予約制に対応した車両待機施設のイメージ
（引用元：Port of Rotterdam HP）

（引用元：東京港第9次改訂港湾計画に向けた長期構想を一部加工）

鉄道を活用したモーダルシフト推進

写真：海上コンテナの鉄道輸送のイメージ（引用元：日本貨物鉄道㈱HP）

内航フィーダー船とのシームレスな接続

写真：内航フィーダー船（引用元：井本商運㈱、鈴与海運株HP）

燃料電池型トラック等の普及

写真：FC大型トラックのイメージ
（引用元：トヨタ自動車㈱、日野自動車㈱HP）

写真：水素ステーション（東京大井）
（引用元：JERA㈱HP）

荷役機械等の遠隔操作化

図：荷役機械の遠隔操作化のイメージ

船舶への陸上電力供給設備

写真：電動推進船のイメージﾞ
（引用元：東京汽船㈱HP）

写真：船舶への陸上電源供給のｲﾒｰｼﾞ
（引用元：Cavotec㈱HP）

背後道路の混雑解消

搬出入予約制等の導入

水素供給施設等の整備

船舶大型化への対応

岸壁の耐震強化

荷役機械の遠隔操作化

太陽光発電設備の拡大

鉄道を活用した
モーダルシフト

次世代エネルギー船への燃料供給

陸上電力供給設備

内航ﾌｨｰﾀﾞｰとのシームレスな接続

次世代エネルギー船への燃料供給

写真：コンテナ船へのLNGバンカリングのイメージ
（引用元：Port of Rotterdam、商船三井㈱ HP）

写真：メタノール燃料コンテナ船のイメージ
（引用元：Ocean Network Express HP）

※
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未来の臨海部のイメージ

写真：ハイブリッド型街路灯の設置状況
（シンボルプロムナード公園）

写真：太陽光発電設備の導入状況
（引用元：都環境局HP 若洲海浜公園）

クルーズ客船の寄港ニーズへの対応
大型クルーズ客船の受入れを含めた２バース体制の確保

写真：東京国際クルーズターミナル（引用元：東京港第9次改訂港湾計画説明資料）

【舟運】新規航路開設による利用者拡大に合わせたサービスの提供
水上交通や新たな交通モードの充実

写真：水上バス
（引用元：東京都観光汽船㈱HP）

写真：水上タクシー
（引用元：東京ウォータータクシー㈱HP）

干潟や藻場の保全・再生

写真：アマモ藻場及び干潟のイメージ（引用元：国土交通省資料）

水辺空間による多様なイベントの開催

【シンボルプロムナード公園他】チューリップフェスティバル

【お台場海浜公園】
ペーパーランプイベント「海の灯まつり in お台場」

写真： チューリップフェスティバルの開催状況

スマートディバイス等を活用した
多言語対応、多様な情報提供

港の景観を体感できる公園づくり

親水機能のある水辺空間
緑やオープンスペース等の
連続性を確保した公園整備

民間開発等と連携した
賑わい創出 新たな交通モードの充実

（自動運転車両）

ｵｰﾌﾟﾝｽﾍﾟｰｽを活用した
水辺空間の魅力向上

水辺レクリエーションを
安全に楽しめる環境づくり

写真：「海の灯まつり in お台場2023～日本の四季の楽しみ～」イベント実施状況

海上公園施設等への再エネ・省エネの導入推進
新たな交通モードの充実

（舟運）

省エネ機器の導入
（ハイブリッド街路灯等）

近隣企業等と連携した賑わいの創出

（引用元：東京港第9次改訂港湾計画に向けた長期構想を一部加工）

※第9次改訂港湾計画、東京港カーボンニュートラルポート形成計画等を基に当社で編集作成したイメージ 

※



経営ビジョン【CONNECT TO THE FUTURE】
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 当社が取り組む経営ビジョン「CONNECT TO THE FUTURE」を策定

東京港の将来像の実現に向けて、DXや革新的な発想による効率的で安全安心なサービスの提供を追求するため、【Smart & Innovation】を、臨海部の将来像の実現に向けては、来訪する誰もが楽しめる安
全安心な憩いの場を提供するため、【Diversity & Inclusion】をポリシーとして経営ビジョンを策定しました。
基幹事業に関わる上記２つの経営ビジョンに加え、東京港や当社の持続的発展や社会的責任を果たしていくため、【Sustainable】、【Resilience】、 【Governance】の３つのポリシーを加え、５つの観
点で経営ビジョンを定め、東京港及び臨海部が目指す10年後の実現につなげていきます。

経営ビジョン

現実空間・デジタル空間双方のリスクを想定した
強靭な対策を追求し、安全安心な東京港・臨海部
への更なる進化につなぐ

Resilience

経営ビジョン

強固な財務基盤の確保と公共インフラを支えるプロフェッショナル人財の
育成により、社会への貢献度が高く持続可能な会社組織への進化につなぐ

Governance

１１

Diversity

Sustainable  

Resilience

Governance

Smart
&

Innovation
&

Inclusion

経営ビジョン

DX等による最先端ターミナルを目指し、
進化し続ける未来創造港湾・東京港につなぐ

Smart & Innovation

経営ビジョン

クリーンエネルギーの活用やモーダルシフトの拡充
により、カーボンニュートラルを実現した持続可能
な港湾・都市への進化につなぐ

Sustainable

にぎわいの創出とホスピタリティの発揮により、
多様性あふれる快適な臨海部への進化につなぐ

経営ビジョン

Diversity & Inclusion

CONNECT TO THE FUTURE



Corporate Strategy 
2024-2028

2024－2028年度【第６期】

経 営 戦 略
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経営戦略（第6期中期経営計画）の位置づけ

経営戦略 【Smart & Innovation】

経営戦略 【Diversity & Inclusion】

経営戦略 【Sustainable】

経営戦略 【Resilience】

経営戦略 【Governance】

・・・  ９

・・・ １０

・・・ １１

・・・ １２

・・・ １３

・・・ １４



経営戦略（第6期中期経営計画）の位置づけ

 ５つの観点に基づく経営ビジョン「CONNECT TO THE FUTURE」を実現するため、前半の５年間におけるお客様ニーズや周辺動向を踏まえた経営戦略を策定

経営ビジョンの実現に向けた経営戦略の位置づけ
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【主な重点戦略】

経営ビジョンの５つの観点

１１

Diversity

Sustainable  

Resilience

Governance

Smart
&

Innovation
&

Inclusion

経営ビジョン

経 営 戦 略←2024年度 2028年度→ 次期経営戦略←2029年度 2033年度→

・新たなコンテナ埠頭（Y3）整備と再編整備の推進によるターミナル機能の強化
・デジタル等の最先端技術を活用したコンテナターミナルの効率化・高度化

・海上公園等の指定管理者事業の着実な遂行と利用者サービスの向上
・クルーズ客船の多様な寄港ニーズに対応したターミナル運営の実施
・船舶給水施設及び客船ターミナルにおける利用者サービスの向上と賑わい創出

・東京港の脱炭素化に向けた取組の推進
・環境負荷低減や交通混雑緩和に向けたモーダルシフトの推進

・大規模災害等のリスクを想定した効果的対策の追求
・強靭な情報セキュリティ体制の確保

・コンプライアンスの強化による社会から信頼される組織づくり
・東京港の将来を担うプロ人財の確保・育成



新たなコンテナ埠頭（Y3）整備と
再編整備の推進によるターミナル機能の強化

デジタル等の最先端技術を活用した
コンテナターミナルの効率化・高度化

Ⅰ‐1
【重点】

Ⅰ‐2
【重点】

経営戦略 

 経営戦略

 経営ビジョン
DX等による最先端ターミナルを目指し、進化を続ける未来創造港湾・東京港につなぐ
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Smart & Innovation
１

Smart & Innovation

中防外に最新のコンテナターミナル（Y3）を整備し、稼働させるとともに、既存埠頭
再編の計画を進める。
また、青海埠頭において遠隔操作RTGの導入やゲート等のレイアウト変更など、機能強
化を図る再編整備を着実に推進する。

交通混雑の見える化及び予約制等のDXを深化・拡大させ、交通混雑の緩和を図ると共に、
良好な労働環境にも寄与する。

 中防外Y3事業
 青海埠頭再編事業
 既存埠頭再編事業（大井埠頭、品川埠頭）

主な取組 主な取組  見える化システムの機能強化
 予約制の推進
 青海再編事業における遠隔RTG導入に向けた取組み
 中防外Y3の整備及び既存埠頭再編（青海埠頭、大井埠頭、品川埠頭）

５年間の達成目標 ５年間の達成目標

国際海運における船舶大型化等に
対応した埠頭施設の機能向上

港湾計画の対象船舶15万DWT（1４,０００TEU）級に
対応するため改修工事を実施し、東京港の国際競争力強
化に寄与する

Ⅰ‐3 

５年間の達成目標

Ⅰ‐4 
物流機能の継続に向けた
      コンテナ埠頭の適切な維持管理

不具合等の発生による物流機能の低下を防ぐため、迅速
かつ計画的な修繕や施設の特性に応じた新技術の活用も
視野に、更なるサービス水準の向上を図る。

５年間の達成目標

Ⅰ‐5
フェリーターミナルビル等の適切な
管理運営及び利用者サービスの推進

フェリーターミナルビル周辺施設の確実な整備と、不
具合等による機能低下を防ぐための適切な修繕対応に
より、利便性と安全性の向上を図る。

５年間の達成目標



 経営ビジョン
     にぎわいの創出とホスピタリティの発揮により、多様性あふれる快適な臨海部への進化につなぐ

経営戦略

Ⅱ‐1
【重点】

海上公園等の指定管理者事業の
     着実な遂行と利用者サービスの向上

新型コロナウイルス感染症の5類移行後の公園フル稼働期間として、公園利用者の満足
度を向上させるとともに、イベント開催の更なる充実を図り、一層の賑わいを創出する。

船舶給水施設及び客船ターミナルにおける
利用者サービスの向上と賑わい創出

船舶給水施設と客船ターミナルにおいて、DX等の活用推進による利用者や関係者の利便
性向上と業務効率化に加え、イベント等による事業の認知度向上を推進する。

Ⅱ‐2
【重点】

クルーズ客船の多様な寄港ニーズに対応した
ターミナル運営の実施

本格的なクルーズ船寄港を見据え、多様な寄港ニーズに対応した適切なオペレーション
を確立させ、利用者（船社・乗船客）の利便性向上を図る。

Ⅱ‐3
【重点】

 経営戦略
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１

Diversity & Inclusion

 全ての利用者に対する満足度の高いサービスの提供
 施設の適切な維持管理による安心安全な施設の運営
 近隣企業との連携や広報強化等による更なるイベントの充実

主な取組  乗下船スケジュールに基づくオペレーションの実施
 首都東京の海の玄関口に相応しいターミナルの実現

 船舶給水事業におけるDXを活用した業務の効率化や利便性向上に
向けた取組

 近隣施設や海上公園と連携した事業PRの実施

主な取組

５年間の達成目標 ５年間の達成目標

主な取組

５年間の達成目標

Diversity & Inclusion



１ 経営ビジョン
  クリーンエネルギーの活用やモーダルシフトの拡充により、

カーボンニュートラルを実現した持続可能な港湾・都市への進化につなぐ

経営戦略

Ⅲ‐1
【重点】

東京港の脱炭素化に向けた取組の推進 Ⅲ‐2
【重点】

環境負荷低減や交通混雑緩和に向けた
          モーダルシフトの推進

東京港におけるモーダルシフトの活用拡大に向けた取組を推進することにより、環境
負荷低減を図るとともに、2024年問題への対応にも寄与する。

 経営戦略
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Sustainable

Sustainable

コンテナ埠頭や海上公園等において、将来のカーボンニュートラル実現に向けた脱炭素
化の取組を着実に実施し、2030年のカーボンハーフ達成に寄与する。

 全コンテナ埠頭や海上公園施設等へのカーボンフリー電力の導入
 省エネルギー機器、太陽光発電設備の導入
 地球温暖化対策計画書等の作成・対策の実施
 陸電等、更なる削減方策及び今後の新エネルギー動向調査の実施
 次世代燃料のバンカリングに関する検討

主な取組
 モーダルシフトの活用拡大に向けた内航船社や鉄道事業者等の関係者

との調整
 荷主意見交換会等を活用した渋滞対策やオフピークの利用促進

主な取組

５年間の達成目標 ５年間の達成目標

Ⅲ‐3 社有車への環境負荷の少ない車両等の導入推進

社有車への環境負荷の少ない特定低公害・低燃費車及び次世代エネルギー船の導入を
推進し、2030年のカーボンハーフ達成に寄与する。

５年間の達成目標

Ⅲ‐5 東京港における浅場など水域環境改善の推進

羽田沖浅場の適切な維持管理等を着実に実施し、水域環境の改善とブルーカーボンの
活用を推進する。

５年間の達成目標

Ⅲ‐6 循環型社会の実現に向けた建設発生土有効利用の推進

都内の建設発生土及び水底土砂有効利用を推進し、資源の循環活用と自然環境の改善
を推進する。

５年間の達成目標

Ⅲ‐4

DX等を活用した業務効率化や迅速な浮遊ゴミ等の回収により、良好な水辺環境の維
持に寄与するとともに、回収ごみの有効活用によりSDGsの推進を図る。

５年間の達成目標

港内清掃事業の着実な実施による豊かな水辺環境の創出



経営戦略

 経営ビジョン
  現実空間・デジタル空間双方のリスクを想定した強靭な対策を追求し、

安全安心な東京港・水辺空間への更なる進化につなぐ
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 経営戦略

１

Resilience

Resilience

Ⅳ‐1
【重点】

大規模災害等のリスクを想定した
            効果的対策の追求

最新の被害想定を踏まえた着実な訓練の実施と、DXの活用も視野に入れた災害への備えを
充実させることにより、適切なリスク管理を図る。

Ⅳ‐2
【重点】

強靭な情報セキュリティ体制の確保

デジタル技術の進展、サイバー攻撃の巧妙化等を見据え、DXの推進の前提となる情報セキュ
リティを着実にマネジメントし、重要インフラ施設の安定的な運営に寄与する。

 BCPやマニュアルの適切な更新と見直し
 自社及び関係機関との連携による実践的な訓練の実施
 外国人利用者の避難誘導等も想定した効果的な防災訓練の実施
 ドローンを活用した被災情報を迅速に活用する手段の検討

主な取組
 情報資産を守り、有効に活用する情報セキュリティマネジメントシステムの

導入推進
 未知の脅威等に対応可能な技術の進展に沿った社内情報基盤の維持強化

主な取組

５年間の達成目標 ５年間の達成目標



経営戦略

Ⅴ‐1
【重点】

コンプライアンスの強化による
            社会から信頼される組織づくり 

社員全員のコンプライアンス向上に向けた取組を充実させ、ステークホルダーからの信頼を確保する。

 経営ビジョン
  強固な財務基盤の確立と公共インフラを支えるプロフェッショナル人財の育成により、

社会への貢献度が高く持続可能な会社組織への進化につなぐ
 経営戦略
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１

Governance

Governance

主な取組  会社事業全体の適正かつ合理的な運営の確保
 社員のコンプライアンス知識習得と意識の向上
 コンプライアンスの取組に関する評価と改善

５年間の達成目標

Ⅴ‐2
【重点】

東京港の将来を担うプロ人財の確保・育成

主な取組  当社に適した採用戦略による確実な人財の確保
 各事業に精通し、東京港及び臨海部の発展に寄与するプロ人財の育成・強化
 グローバル人財の育成を図り、海外からのお客様へのサービス向上等に寄与

５年間の達成目標

DXによる業務効率化の追求

社員のICTスキルとITリテラシーの向上により、業務のDXを推
進する。

５年間の達成目標

Ⅴ‐7
東京港及び当社の認知度の向上に

向けたPRの推進

2028年民営化20周年に向けた当社のブランディング向上策の実施
等を通じて、東京港及び当社の認知度を向上させる。

５年間の達成目標

ダイバーシティやワークエンゲージメントに
根差した組織・業務体制の強化

将来にわたって多様な人財が活躍できる組織体制の整備、職場環境
の改善等によるワークエンゲージメントの向上により、社員の充足
感を向上する。

５年間の達成目標

事業の再点検（改善）による
安定した財務基盤の確立

物価上昇等によるコスト増の中にあっても、将来にわたって、必
要な事業を確実に実施していくための強固な財務基盤を確立する。

５年間の達成目標

指定管理者事業の持続的な運営体制の確保

公共性と事業性の両立の観点から、持続的な運営体制を検討し、良
質な施設利用者サービスを維持・向上させる。

５年間の達成目標

少子高齢社会が進展し、人手不足が深刻化していく中にあっても、利用者サービス向上や各事
業を確実に推進していくための人財を確保し、育成する。

Ⅴ‐3 Ⅴ‐4 Ⅴ‐5

Ⅴ‐6



【参考資料】当社事業及び施設
外貿埠頭事業

内貿埠頭事業

指定管理者関連事業

外貿埠頭の整備、貸付及び管理・運営

フェリーターミナルビル及び背後のシャーシープール等の貸付及び管理・運営

東京都などの公共施設及びこれらに附帯する施設等の管理・運営
（客船ターミナル管理事業・船舶給水事業・公園管理事業）

建設発生土有効利用事業
都内から発生する公共系の建設発生土の受入等

環境保全事業
自然環境保全のための浅場維持管理及び海上浮遊ゴミの回収
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主な施設及び事業拠点・関連施設（2024.1月時点、指定管理者事業等における東京都、江東区施設も含む）

中央防波堤外側コンテナ埠頭

大井コンテナ埠頭

青海コンテナ埠頭

東京国際クルーズターミナル

お台場ライナー埠頭

品川コンテナ埠頭

臨港サービス事務所

有明客船ターミナル

有明テニスの森公園

辰巳の森海浜公園

辰巳の森緑道公園

若洲海浜公園

若洲ゴルフリンクス

若洲ヨット訓練所

フェリーターミナルビル

東京港野鳥公園

東京港埠頭株式会社

新海面処分場埋立地

建設発生土広域積出基地

区立若洲公園

Tokyo Port Wild Bird Park

Oi Container Terminal

Port Services Office

Shinagawa Container Terminal

Odaiba Liner Terminal

Base of Ship Out Construction 
Surplus Soil for Wide-area use

Wakasu Seaside Park

Wakasu Golf Links

Wakasu Yacht Training Center

Tatsumi Seaside Ｐark

Tatsumi Greenway Park
Ariake Tennis Forest Park

Tokyo International Cruise Terminal

Aomi Container Terminal
Tokyo Port Terminal CO .,LTD.

Outer Central Breakwater Foreign Trade Terminal

New Waste Disposal Area

Ferry Terminal Building

Ariake Passenger Ship Terminal

お台場海浜公園 台場公園

竹芝客船ターミナル

晴海ふ頭公園
Harumi Port Park

Takeshiba Passenger Ship Terminal

Daiba ParkOdaiba Marine Park

Koto Ward Wakasu Park

潮風公園
Shiokaze Park

Soil Reception Office
建設発生土事務所

東京ビッグサイト
Tokyo Bigsight

東京ゲートブリッジ
Tokyo Gate Bridge

東京港
Port of Tokyo

品川区

大田区

港 区

中央区

江東区

レインボーブリッジ
Rainbow Bridge

有明親水海浜公園
Ariake Seaside  Park

シンボルプロムナード公園
Symbol Promenade Park

凡例 Legend
事務所 offices本社 Headquarters

引用元：©東京都港湾局写真データを一部加工

千葉県

東京港

（建設発生土事業）千葉沖事務所
（Surplus Soil from Construction）Chiba Office



【参考資料】ESG経営の実施とSDGs（持続可能な開発目標）の達成に向けて

 経営理念に基づき、ESG（環境（Environment）、社会（Social）、ガバナンス（Governance）の頭文字）に配慮した経営を着実に実行。
 ESG経営によるSDGsの達成により、社会と価値を共有する企業を目指す。
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社会や全てのステークホルダー、社員に対し、常に良識
と誠実をもって取り組むことが、東京港ひいては当社の
持続的な発展に繋がると考えています。

業務を適切に遂行する体制の確立と、PDCAサイクルに
よる経営状況のチェック機能を徹底し、コーポレート
ガバナンスの強化に取り組みます。

 多様なリスクへの対応
 適正な労働条件
 地域社会への貢献
 ダイバーシティ など

 コンプライアンス
 透明性・公平性のための情報開示
 情報漏洩対策 など

東京港や臨海部の環境保全を経営の最優先課題の１つと
定め、当社の事業活動を通じて環境保護活動に取り組み、
持続的な社会の実現に努めます。

 事業活動に伴う環境負荷の低減
 省エネルギー・省資源・リサイクル促進
 再生可能エネルギーの利用推進 など

環 境
Environment

社 会
Social

ガバナンス
Governance

 経営ビジョンの５つの観点とSDGs（持続可能な開発目標）の関係

 当社事業におけるESG経営の基本方針と取組

Smart & Innovation 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
Diversity & Inclusion 〇 〇 〇 〇 〇 〇
Sustainable 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
Resilience 〇 〇 〇 〇 〇
Governance 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇



〒135-0064
東京都江東区青海二丁目４番２４号
青海フロンティアビル１０階
０３-３５９９-７３０３（代表）

  https://www.tptc.co.jp/

Ａｏｍｉ Ｆｒｏｎｔｉｅｒ Ｂｌｄｇ . １０Ｆ
２－４－２４ Ａｏｍｉ，Ｋｏｔｏ -ｋｕ，
Ｔｏｋｙｏ １３５－００６４
Ｐｈｏｎｅ：０３（３５９９）７３０３
Ｗｅｂｓｉｔｅ：https://www.tptc.co.jp/
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